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Abstract 
Recent studies on development of independent walking 

imply that infant walking is not goal-directed but rather 
exploratory in nature, and that the steps included in one bout 
of walking is statistically random. However, the number of 
steps actually taken is constrained by layout of furniture and 
the size of the home. We observed two infants at their homes 
for three months and found that 50% of their walking bouts 
included fewer than 10 steps. Though both infants became 
able to walk more than 50 steps in one walking bout several 
weeks after the onset of walking, short walking bouts of 
fewer than 10 steps were continuously observed throughout 
the observation period. It appears that short walking bouts a 
typical of walking in the daily home environment. 
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1. はじめに	
	 	 乳児の歩行といった運動発達に関する研究は神経学

的，運動学的，力学的な側面から数多く行われてきた

（McGraw, 1940, 1941; Thelen & Fisher, 1982; 
Forssberg, 1985）．乳児が独立歩行を獲得することに
よって高い目線での探索が可能となること，重心の動

揺や両手両足の左右の協調が成人の運動パターンと同

様の形へ変化していくこと（Bril & Breniere,1993; 
Clark & Phillips, 1993; Ivanenko et al.,2004）は，歩
行の発達が他の様々な行為の発達に大きな影響を及ぼ

していることを示唆している． 
	 	 近年では力学的な変化からだけでは乳児がどのよう

に新しい運動スキルを獲得するのかについて検討する

ことは出来ないとして，歩行を学習する環境により焦

点を当てた研究がおこなわれるようになった．Adolph
ら（2012）によれば，乳児の自然観察における歩行か
ら推測される乳児の 1日の歩数は 14000歩であり，非
常に多くの歩数を歩く一方で，一度に歩く歩数は 1歩
や 2歩といった従来の歩行の基準には当てはまらない
ような歩行も多い．また，Coleら（2016）は自然観察
における乳児の歩行を開始から終了のひとまとまりと

して分節し，乳児が一度の歩行で歩く歩数は統計的に

見てランダムであることを明らかにした．言い換えれ

ば，5歩で停止する確率も 50歩で停止する確率も有意
な差はないことを意味する．乳児の歩行はそれまでに

考えられていたような，遠くにある物を目指して一直

線に進むようなものではなく，環境のランダムな探索

であると主張している． 
	 	 しかし，実際に乳児が歩行を学習する環境である家

庭の環境では部屋の形状や家具の配置などのレイアウ

トが歩行の生起を制約していると考えられる．西尾ら

（2015）によれば，家庭で起こる乳児の歩行は部屋中
を偏りなくランダムに動き回るというよりは，歩行が

促されやすい場所とそうではない場所が存在する．そ

こから考えられるのは，乳児の歩行には典型的なサイ

ズが存在するのではないかということである．これら

を踏まえ，本研究では歩行を学習し始めた乳児が一度

に歩くひとまとまりの歩数の推移を縦断的な観察によ

り明らかにする． 
 
2. 方法	
	 男児A（生後 11ヶ月）と女児B（生後 10ヶ月）に
ついて，それぞれの自宅において歩行開始前から独立

歩行開始後3ヶ月経過するまでの間，約２週間に1度，
1 時間のペースで乳児が通常過ごしているリビング全
体が撮影されるように固定されたカメラにより動画を

撮影した．各回１時間の動画より乳児が活発に動いて

いた 30分間を抜粋し，Aは 180分（撮影回数 6回，
各２週間毎），B は 210 分（撮影回数 7 回，歩行開始
から最初の２週間のみ 2 回，その後）を分析対象とし
た．Aは 15ヶ月齢，Bは 11ヶ月齢で独立歩行を開始
した． 
	 １バウト（ひとまとまり）は 2 歩以上の歩行とし，
歩行の開始は１歩行に足を踏み出した時，終了はそれ

以上進めないような状態で物の前に到達した時か，物

や人に対してリーチングを行った時，また人のリーチ

に入って停止した時とした．それ以外の停止は， 3秒
以上足を動かさずにその場に留まった時にひとつの場

所に対する滞留とみなし 1 バウトの歩行の終了をもた
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らしたとみなした．コーディングの結果，Aは 212回，
Bは 297回の歩行バウトを抽出した． 
	 さらに，それぞれの家のリビングの平面図上に歩行

の開始・終了場所，言い換えればと歩行と歩行の間で

滞留していた場所を示した． 
 
3. 結果	
	 表１にAとBの1バウトの歩行の概要を示した．
Aの１バウトの歩行の平均歩数は 11.4歩，Bは 13.1
歩で，それぞれ最頻値は 6 歩, ４歩であった．図 1
に A と B を合計した 1 バウトに含まれる歩数の分
布を示した．両者ともに 10歩以下の歩行が 50%, 6
歩以下の歩行が 25%をしめていた．図 2にそれぞれ
の歩数の推移を時系列で示した．歩行が開始された

週の歩行はほとんどが 10 歩以下であったが，歩行
開始から 2 週間が経過すると両者とも 50 歩程度の
長い歩行が起こるようになった．その一方で，歩行

の経験を積み重ねていってもステップ数の少ない歩

行は依然として存在し，歩数の少ない短い歩行が日

常生活において多く現れる性質の歩行であることを

示唆した． 
 

表 1	 1 バウトの歩行 

 

 
図 1	 1 バウトに含まれる歩数の分布 

 
	 AもBもそれぞれ頻繁に滞留していた場所があり，
家族とのインタラクションが生じる場所，家族が作

業しているキッチンのゲートの前，テレビなどが見

える範囲，立ったまま物を置くことが出来る高さの

家具の前などが共通した滞留場所として現れた． 
 

 

 
図 2	 歩行開始から 2 週間ごとの 1 バウトの歩数

の推移(上:A 下:B) 
 
4. 議論	

Coleらの主張の通り，乳児の歩行は部屋の反対側に
ある物へ接触するために歩くといった性質のものでは

必ずしもなく，多くの歩行はごく少ない歩数で構成さ

れていた．一方で，乳児は部屋という場所に持続する

部屋の形状や家具がもたらすレイアウトからの制約を

受け，同時にそれらの配置を利用した様々なアクティ

ビティを行っており，環境の全くランダムな探索と言

うよりは持続する場所の性質の学習でもあると言える．
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例えばテレビを見るというアクティビティが成立する

範囲があるように，場所は動くことで限界，境界が決

まる．歩行が一つのアクティビティに開始と終了をも

たらしており，乳児は歩行の発達とともにどの場所で

どのようなアクティビティをおこなうことが出来るの

か，場所と行為の関係の可能性を探索していた． 
今後の研究では繰り返し探索することが可能な日常

的な環境において乳児が歩行を学習する過程で，どの

ようなアクティビティに引き続いて歩行が起こるのか，

歩行を獲得することで乳児のアクティビティにどのよ

うな変化がもたらされるのかについて調査を行う． 
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